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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 9,993 26.3 106 98.0 193 42.1 124 37.3

2021年３月期第２四半期 7,911 △12.6 53 △37.5 135 △17.6 90 △41.8
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 △114百万円( －％) 2021年３月期第２四半期 △308百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 35.88 －

2021年３月期第２四半期 26.05 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 14,681 7,467 50.9

2021年３月期 14,605 7,644 52.3
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 7,467百万円 2021年３月期 7,644百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 18.00 18.00

2022年３月期 － 0.00

2022年３月期(予想) － 18.00 18.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,520 2.9 152 △3.4 305 △2.5 214 △9.9 61.93
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 3,579,105株 2021年３月期 3,579,105株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 123,729株 2021年３月期 108,129株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 3,462,062株 2021年３月期２Ｑ 3,474,062株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に掲載されている業績予想等将来に関する内容は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び将来の業
績に影響を与える不確実な要因にかかる本資料発表日現在における仮定を前提としており、その達成を当社として
約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性
があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料
３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照
ください。
（四半期決算補足説明資料の入手方法）
当社は、今回に関しましては、会場での機関投資家・アナリスト向け決算説明会を開催せず、当社ホームページに
て決算説明動画を配信する予定としております。当日に使用する決算説明補足資料については、当社ホームページ
（http://www.shoei-yakuhin.co.jp/ir/）に掲載いたします。なお、決算説明動画の配信日については、2021年11
月下旬頃を予定しております。

　

　



昭栄薬品株式会社(3537) 2022年３月期 第２四半期決算短信

-1-

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………… 8

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… 9

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………… 9

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………10

（重要な後発事象） ……………………………………………………………………………………10

　



昭栄薬品株式会社(3537) 2022年３月期 第２四半期決算短信

-2-

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症第５波や政府による緊急事態宣

言・まん延防止等重点措置の発令、延長などもあり、社会・経済活動で行動制限が続く厳しい状況にありました。

一方、ワクチン接種が本格的に進み始めたことや外需の回復に支えられ、一部の業種で持ち直しの兆しが見え、国

内経済は緩やかに回復しつつあるも、変異株等による感染症再拡大のリスクや海外経済減速懸念等、景気の先行き

は依然不透明な状況が続いております。

このような環境の下、当社グループの事業とかかわりの深い界面活性剤業界は、生産・販売活動とも回復基調に

推移しました。当社グループにおいても在宅勤務やオンライン商談等を活用し、化学品事業におけるオレオケミカ

ルを中心とした既存得意先への拡販・拡充、新興国化学品の販売拡大に取組んでまいりました。

こうした中、海外経済が回復してきたこともあり、自動車関連や繊維油剤関連の国内主要得意先からの受注が好

調に推移しました。また、オレオケミカルを中心とした原材料価格（天然油脂相場価格）が上昇基調となり、販売

価格も上昇しました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における経営成績は、売上高は9,993,504千円（前年同四半期比26.3％

増）、営業利益は106,742千円（前年同四半期比98.0％増）、経常利益は193,038千円（前年同四半期比42.1％増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は124,221千円（前年同四半期比37.3％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、各セグメントの売上高は外部顧客への売上高を表示し、セグメント損益は四半期連結損益計算書における

営業損益（営業利益又は営業損失）をベースとしております。また、各セグメントの営業損益のほかに、各セグメ

ントに帰属しない全社費用91,038千円（前年同四半期比11.2％増）があります。

① 化学品事業

化学品事業におきましては、除菌・衛生関連（消毒液やハンドソープ等）の原材料需要は落ち着いたものの、

外需の回復に支えられた自動車関連や繊維油剤関連の国内主要得意先からの受注が大きく伸長しました。また、

オレオケミカルを中心とした原材料価格（天然油脂相場価格）も上昇基調となり、販売価格も上昇しました。

この結果、化学品事業に係る当第２四半期連結累計期間の売上高は9,043,873千円（前年同四半期比29.4％

増）、セグメント利益は148,914千円（前年同四半期比98.7％増）となりました。

② 日用品事業

日用品事業におきましては、量販店向けルートで取扱う一部商品（眼鏡くもり止めシート）の売行きは好調で

あったものの、全体では巣ごもり需要が一巡し、生協向けルートで取扱う掃除用品や生活日用品（洗濯槽クリー

ナーや冷蔵庫脱臭剤等）の売行きは、前年並みの特需には至りませんでした。

この結果、日用品事業に係る当第２四半期連結累計期間の売上高は455,751千円（前年同四半期比0.7％減）、

セグメント利益は62,435千円（前年同四半期比13.7％減）となりました。

③ 土木建設資材事業

土木建設資材事業におきましては、当事業の取扱商品とかかわりの深い地盤改良工事、コンクリート補修補強

工事は新規物件等の受注も増え、復調の兆しが見えてきました。また、復興関連工事等の汚染土壌対策で使用さ

れる環境薬剤の販売についても順調に推移しました。

この結果、土木建設資材事業に係る当第２四半期連結累計期間の売上高は493,879千円（前年同四半期比6.4％

増）、セグメント損失は13,569千円（前年同四半期は11,487千円のセグメント損失）となりました。

［2022年３月期 第２四半期 セグメント別連結業績］ （単位：千円，％）

セグメント区分
セグメント別売上高 セグメント損益（営業損益）

実績 百分比 実績 利益率

化学品事業 9,043,873 90.5 148,914 1.6

日用品事業 455,751 4.6 62,435 13.7

土木建設資材事業 493,879 4.9 △13,569 －

全社費用 － － △91,038 －

セグメント合計 9,993,504 100.0 106,742 1.1
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（２）財政状態に関する説明
① 資産、負債及び純資産の状況

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は14,681,362千円（前連結会計年度末比75,560千円の増加）とな

りました。主な要因は、保有有価証券の時価変動等により投資有価証券が344,374千円、現金及び預金が314,075

千円それぞれ減少した一方で、受取手形及び売掛金が673,006千円、商品が61,183千円それぞれ増加したことによ

るものです。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は7,213,609千円（前連結会計年度末比252,556千円の増加）となり

ました。主な要因は、繰延税金負債が85,115千円減少した一方で、支払手形及び買掛金が354,540千円増加したこ

とによるものです。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は7,467,753千円（前連結会計年度末比176,995千円の減少）とな

りました。主な要因は、利益剰余金が61,743千円増加した一方で、保有有価証券の時価変動等によりその他有価

証券評価差額金が245,580千円減少したことによるものです。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ314,075千円減少し、696,865千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は294,089千円（前年同四半期は332,680千円の獲得）となりました。主な要因は、

仕入債務の増加額326,014千円、税金等調整前四半期純利益193,038千円があった一方で、売上債権の増加額

656,712千円、棚卸資産の増加額59,438千円、法人税等の支払額57,277千円があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は992千円（前年同四半期は42,296千円の獲得）となりました。主な要因は、保険

積立金の解約による収入11,085千円があった一方で、投資有価証券の取得による支出9,384千円、保険積立金の積

立による支出2,301千円があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は12,477千円（前年同四半期は127,019千円の使用）となりました。要因は、短期

借入金の純増額50,000千円があった一方で、配当金の支払額62,477千円があったことによるものです。

資本の財源及び資金の流動性に係る情報は、次のとおりであります。

① 主要な資金需要及び財源

当社グループの主要な資金需要は、商品、販売費及び一般管理費、並びにシステム投資等の投資であります。

また今後、当社グループの収益の源泉として、事業間及び国内外間のシナジーを追及し売上高の増加を目指し

てまいります。

② 資金の流動性

突発的な資金需要に対して、迅速かつ確実に資金を調達できるよう、20億円の当座借越枠を取得しており、流

動性リスクに備えております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
2022年３月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響や海外経済の減速懸念、一部原材料

価格（天然油脂相場価格）の変動リスク等、先行きに対する不透明感があるため、2021年５月13日「2021年３月期

決算短信〔日本基準〕（連結）」において公表した数値から変更はありません。ただし、今後の業績動向などを見

極め、修正の必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,251,740 937,665

受取手形及び売掛金 5,955,101 6,628,108

商品 411,334 472,517

その他 103,105 120,742

貸倒引当金 △206 △340

流動資産合計 7,721,075 8,158,692

固定資産

有形固定資産 192,559 185,391

無形固定資産 9,340 5,865

投資その他の資産

投資有価証券 6,152,457 5,808,082

敷金及び保証金 336,674 339,593

その他 198,925 188,965

貸倒引当金 △5,228 △5,228

投資その他の資産合計 6,682,827 6,331,412

固定資産合計 6,884,726 6,522,670

資産合計 14,605,801 14,681,362
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,206,490 4,561,030

短期借入金 699,545 753,383

未払法人税等 52,992 42,276

賞与引当金 73,151 78,087

その他 138,023 72,796

流動負債合計 5,170,202 5,507,574

固定負債

退職給付に係る負債 60,258 59,433

長期未払金 124,651 125,725

繰延税金負債 1,573,939 1,488,823

その他 32,001 32,053

固定負債合計 1,790,850 1,706,035

負債合計 6,961,053 7,213,609

純資産の部

株主資本

資本金 248,169 248,169

資本剰余金 173,568 173,568

利益剰余金 3,440,632 3,502,376

自己株式 △114,909 △114,909

株主資本合計 3,747,459 3,809,203

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,788,362 3,542,782

為替換算調整勘定 108,926 115,767

その他の包括利益累計額合計 3,897,288 3,658,549

純資産合計 7,644,748 7,467,753

負債純資産合計 14,605,801 14,681,362
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 7,911,956 9,993,504

売上原価 7,206,936 9,209,446

売上総利益 705,019 784,058

販売費及び一般管理費 651,106 677,315

営業利益 53,912 106,742

営業外収益

受取利息 3,472 2,622

受取配当金 70,212 71,208

為替差益 1,215 －

不動産賃貸料 11,722 11,074

その他 1,943 8,119

営業外収益合計 88,566 93,024

営業外費用

支払利息 2,273 1,596

為替差損 － 585

不動産賃貸原価 4,192 4,101

その他 206 445

営業外費用合計 6,672 6,728

経常利益 135,806 193,038

税金等調整前四半期純利益 135,806 193,038

法人税、住民税及び事業税 46,331 45,752

法人税等調整額 △1,010 23,064

法人税等合計 45,321 68,816

四半期純利益 90,485 124,221

親会社株主に帰属する四半期純利益 90,485 124,221
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 90,485 124,221

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △378,842 △245,580

為替換算調整勘定 △19,859 6,840

その他の包括利益合計 △398,702 △238,739

四半期包括利益 △308,217 △114,517

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △308,217 △114,517
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 135,806 193,038

減価償却費 12,063 11,075

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17 133

受取利息及び受取配当金 △73,684 △73,830

支払利息 2,273 1,596

為替差損益（△は益） △1,763 3,199

保険解約返戻金 △816 △6,728

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,582 4,936

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,437 △825

長期未払金の増減額（△は減少） △5,034 △50,314

売上債権の増減額（△は増加） 541,077 △656,712

棚卸資産の増減額（△は増加） △16,977 △59,438

長期前払費用の増減額（△は増加） 22,728 27,720

仕入債務の増減額（△は減少） △325,797 326,014

未払消費税等の増減額（△は減少） 17,013 △24,055

その他 △5,799 △4,859

小計 308,091 △309,051

利息及び配当金の受取額 72,524 73,834

利息の支払額 △2,274 △1,596

法人税等の支払額 △45,661 △57,277

営業活動によるキャッシュ・フロー 332,680 △294,089

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △8,950 △9,384

投資有価証券の売却による収入 46,428 －

保険積立金の積立による支出 △7,104 △2,301

保険積立金の解約による収入 12,818 11,085

その他 △897 △392

投資活動によるキャッシュ・フロー 42,296 △992

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 235,587 50,000

長期借入金の返済による支出 △300,000 －

配当金の支払額 △62,607 △62,477

財務活動によるキャッシュ・フロー △127,019 △12,477

現金及び現金同等物に係る換算差額 139 △6,514

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 248,096 △314,075

現金及び現金同等物の期首残高 732,515 1,010,940

現金及び現金同等物の四半期末残高 980,612 696,865
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、一部の有償支給取引については、金融取引として有償支給先に残存する支給品について棚卸資産を

引き続き認識するとともに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高相当額について金融負債を認識しておりま

す。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影

響もありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２化学品事業 日用品事業

土木建設資材
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 6,988,484 459,088 464,383 7,911,956 － 7,911,956

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,062 － － 3,062 △3,062 －

計 6,991,547 459,088 464,383 7,915,018 △3,062 7,911,956

セグメント利益又は損失（△） 74,936 72,338 △11,487 135,787 △81,874 53,912

(注) １. セグメント利益又は損失（△）の調整額△81,874千円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用△

81,874千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２化学品事業 日用品事業

土木建設資材
事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 9,043,873 455,751 493,879 9,993,504 － 9,993,504

外部顧客への売上高 9,043,873 455,751 493,879 9,993,504 － 9,993,504

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,160 － － 2,160 △2,160 －

計 9,046,033 455,751 493,879 9,995,664 △2,160 9,993,504

セグメント利益又は損失（△） 148,914 62,435 △13,569 197,780 △91,038 106,742

(注) １. セグメント利益又は損失（△）の調整額△91,038千円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用△

91,038千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更が報告セグメントの売上高及び利益又は損失に与える影響はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


